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アンサンブル
気象予測（試験中）

(アンサンブル)

河川流量予測

洪水危険度
の確率表示

洗練されたUI

衛星からの
観測情報

現在 未来過去

地点ごとの
観測流量

データ
同化
(試験中）

日本全国を対象としつつ、ある程度
高解像度で正確かつ信頼性の高い
洪水予測情報を十分事前(1~2 日
前)に提供するシステム
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1次元化した
陸面過程モデルMATSIRO
Takata et al. (2003), Nitta et al. (2014)

次世代河川モデル
CaMa-Flood
Yamazaki et al. (2011)

人間活動水資源モデル
H08 (Hanasaki et al., 2008)

統合陸域シミ ュレータ (ILS) 

汎用カプラ
（Jcup; Arakawa 

et al., 2011）

その他、
・土砂輸送モデル
・水温・水質モデル
・地下水モデル
・斜面流出モデル
・治水ダム操作モデル
などが鋭意開発中

基本理念

・最新のスタンドアロンモデルを、
最小限のコード改変で移植。

・それぞれのモデルを任意の解像
度・時間ステップで動かしながら、

必要に応じてカプラがデータを送
受信・リグリッドする。

2019年台風19号を対象とした10/11(金)9時時点の予測

日本全国洪水概況予測（DIAS水アプリ）の概略
http://apps.diasjp.net/tdjpn/

西日本豪雨が起きた
2018年7月5日21時時
点での予測結果のHP

上での水アプリの様子



台風19号での予測可能性

3

• 破堤が発生したと報告のあった142地点中129地点において、
TE-Japanでは200年に一度の規模の洪水の発生（「警報」と定
義する）を、平均32.3時間前から予測していた（右図青の
バー）。また実際の破堤は予測した警報より8.5時間遅く発生し
た（橙のバー）。

• 空振り率は、10月11日3時の時点では90%程度だったが、同日
9時以降は70%前後を推移し、12日21時には60%程度にまで上
昇した。
（参考：気象庁の洪水警報の空振り率は70-90%程度；田中ら, 
2008）

予測よりも破堤が
早かった

©NHK



SIP「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」での利用

• ワンストップ被災状況分析情報提供システムにおいて、撮像域の決定への洪水予測情報の使用が始まって
いる。（すでに2020年7月豪雨、2020年台風10号の際に利用）

l衛星コンステレーションに基づくワンストップ被災状況分析情報提供システム(仮称)

① 国際災害チャータからのデータ⼊⼿
Sentinel-1A, 1B

RESURS-P

LANDSAT-7,8

TerraSAR-X

KANOPUS_V

TANDEM_X

SPOT-6,7

PREIADES

CBERS-4

UK-DMC-2

WorldView-2

GeoEye-1

GF1

KOMPSAT

RADARSAT-2

ワンストップ被災状況分析情報
提供システム（ 仮称）政府からの観測要求を

受けて国内外の宇宙機
関へ観測要求

＜利⽤者＞
・ 政府災対本部

・ 現地災対本部
・ I SUT ＆ ⾃治体

台風19号の発動では約530シーン

が提供された。

② 商⽤衛星・⼩型衛星が⾃主観測した
データ、新規オーダによる観測データ、
解析データの購⼊

③ 個別宇宙機関等との連携協定等に基
づく観測要求およびデータの⼊⼿

n どこが危険か( = 観測すべきか)わかる

n 衛星がどこをいつ撮れるかわかる

n 衛星の観測を依頼（ = タスキング） できる

n 衛星データと解析結果を⼊⼿して活⽤できる

n 各種⼊⼿データのステータス管理ができる

衛
星

©日経新聞
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知識の分断

市町村スケールから全球スケールまで

TE-Japan

TE-Indochina

TE-Peru

TE-SouthAfrica

TE-Indonesia
開発検討中

世界の大河川から市町村サイズの河川までの洪水を予測
するシステムを構築することで、気候変動下における甚大
な水災害の被害軽減に資することを目指す。

開発済み

2020/9/5 NHKスペシャル

現時点ではアラートは出ていないが

自治体の防災担当者の意思
決定支援（現在22の自治体
に情報提供）



ご清聴ありがとう
ございました。


